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2 旅客数の動向

（1）日本人出国者数は2年ぶりのプラスに
　観光白書によると、2017年の出国日本人数は前年
比4.5％増の1788万9292人となり、2年連続でのプラ
スとなった（図1-6参照）一方、訪日外国人旅客数は引
き続き好調な伸びを示しており、3年連続で訪日外国
人旅行者数が出国日本人数を上回る結果となった。
　ちなみに、2017年の出国日本人数の動向を月別に
見ると、1月は前年同月比1.5％増と、2016年11月の
10.5％増、同12月の8.0％増に比べてペースダウン。し
かしその後、2月は12.2％増、3月は12.6％増と2桁の
伸びを示した。続く4月は1.2％減と前年同月を割り込
んだものの、以降はほぼ順調に推移。5月は曜日配列
の良いゴールデンウィークがプラスに作用して6.9％増
となった。10月にはわずかながら前年同月を割り込み、
12月も微増にとどまったが、全般的には順調な推移で、
そのペースは2018年に入っても継続している（表1-2
参照）。

（2）訪日外国人旅客数は5年連続で過去最高
　観光白書によると、2017年の訪日外国人旅行者数
は、過去最高であった2016年の2403万9700人をさ
らに19.3％上回る2869万1073人となり、5年連続で
最高を更新し、目標である2020年の4000万人に向
け堅調に推移している（図1-7参照）。
　このような状況の下で、主要20市場の全てにおいて
年間での過去最高を記録した。
　アジアからの訪日外国人旅行者数は2434万人で前
年比21.1％増となり、訪日外国人旅行者数全体に占め
る割合は84.8％に達した。年間を通じて、韓国、香港
等との間の航空便数の増加やクルーズ船の寄港増な
どが訪日需要を喚起したと考えられる。
　東アジアでは、韓国が40％を超える伸び率となる
等、中国、韓国、香港、台湾で21.9％増の2129万人と
なり、初めて2000万人を超えた。
　東南アジアは、ASEAN（東南アジア諸国連合）の主
要6カ国（タイ、シンガポール、マレーシア、インドネシ
ア、フィリピン、ベトナム）の訪日外国人旅行者数の合
計が292万人となった。
　欧州からの訪日外国人旅行者数は153万人となり、
このうち主要5カ国（英国、フランス、ドイツ、イタリア、
スペイン）では100万人となった。北米からの訪日外
国人旅行者数は168万人となり、このうち米国は138
万人となった。オーストラリアからの訪日外国人旅行
者数は50万人となった。
　その他の地域では、南米が9.2万人、アフリカが3.5

万人であった。
　このように、訪日外国人旅行者数が堅調に増加して
いる要因としては、近隣アジア諸国を中心とした諸外
国のアウトバウンドが増加する中、観光を地方創生の
切り札、我が国の成長戦略の柱と位置付け、ビザ緩和
や外国人旅行者向け消費税免税制度の拡充等、これ
までにない大胆な取り組みを国を挙げて実行するとと
もに、CIQ体制の充実や航空・鉄道・港湾等の交通ネッ
トワークの整備、多言語表記をはじめとする受入環境
整備等への関係者の協力、JNTOをはじめとしたイン
バウンド関係者が連携して取り組んだプロモーション
等の成果によるものと考えられる。
　訪日外国人旅行者による日本国内における消費
額は、2012年以降急速に拡大し、2017年は前年比
17.8％増の4兆4162億円となった。他方、訪日外国
人旅行者1人当たりの旅行支出は、2017年は前年比
1.3％減の15万3921円となった。
　この背景には、比較的滞在期間が短く、1人当たり
旅行支出が相対的に少ない韓国からの旅行者数が前
年比で40.3％増加したことなどが全体の平均泊数や1
人当たり旅行支出を押し下げる要因となったことが挙
げられる。2020年に訪日外国人旅行消費額を8兆円
にするとの目標に向け、1人当たり旅行支出の増加が
必要で、そのためには、比較的1人当たり旅行支出が
高い傾向にある欧米豪からの旅行者の掘り起こしや
富裕層の獲得、滞在期間の長期化等が重要である。
　なお、JNTOによると、訪日外国人客数の月別の動
向で1月は、前年同月比24.0％増と2016年から引き続

表 1-2　2017 年出国日本人数・訪日外国人旅客数

月 出国日本人数
（人）

伸び率
（％）

訪日外国人旅客数
（人）

伸び率
（％）

1 月 1,295,059 1.5 2,295,668 24.0
2 月 1,493,399 12.2 2,035,771 7.6
3 月 1,745,412 12.6 2,205,664 9.8
4 月 1,234,921 − 1.2 2,578,970 23.9
5 月 1,317,742 6.9 2,294,717 21.2
6 月 1,336,169 5.1 2,346,442 18.2
7 月 1,480,718 3.1 2,681,518 16.8
8 月 1,888,071 3.8 2,477,428 20.9
9 月 1,622,694 4.5 2,280,406 18.9

10 月 1,459,083 − 0.3 2,595,148 21.5
11 月 1,546,985 4.6 2,378,079 26.8
12 月 1,469,039 0.9 2,521,262 22.9
合計 17,889,292 4.5 28,691,073 19.3

出典：法務省、日本政府観光局（JNTO）
（注）「伸び率」は対前年同月または年の伸び率を示す。
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いて2桁の高い伸びを示したが、2月は7.6％増と、伸
び率が1桁台にとどまった。これは2016年は2月であっ
た旧正月が1月末に始まったことに加え、前年が“うる
う年”で2月の日数が1日多かったことなどによる。続
く3月も9.8％増と1桁台にとどまったが、これは2016
年には3月末であったイースター休暇が2017年は4月
となったことで、欧米豪を中心とした市場に大きな影
響を及ぼしたとみられる。5月以降は勢いを取り戻し、
10％台後半から20％台前半を中心とした伸び率で好
調に推移した（表1-2参照）。

1 出国日本人の動向
（1）都道府県別
　法務省入国管理局によると、2017年の都道府県別

（住所地別）の日本人出国者数では、福島県が前年比
0.2％減とわずかに減少に転じた以外は、全ての都道
府県で前年比がプラスを記録した。ただし、全国で唯
一のマイナスとなった福島県も、実数では171人の僅差
であり、概ね全国レベルで海外旅行需要の堅調な増
加が見られる。
　なお、都道府県別の人数でトップ5の動向は、1位が
東京都で前年比5.4％増の378万5770人、以下、2位の
神奈川県は同3.5％増の188万732人、3位の大阪府は
同5.6％増の143万2400人、4位の愛知県は同4.0％増
の114万82人、5位の千葉県は同3.4％増の103万1197
人。それぞれ順位は2016年と変動はない。伸び率での
トップ5は、1位が熊本県（前年比16.4％増）、2位が沖
縄県（同14.3％増）、3位が石川県（同8.7％増）、4位
が徳島県（同7.4％増）、5位が岡山県（同6.8％増）。

（2）性別・年齢別
　2017年の日本人出国者数1788万9292人のうち、男
性は前年比3.3％増の994万9214人（シェア55.6％）、
女性は同6.0％増の794万78人（同44.4％）で、男性よ
りも女性の伸びが目立った。
　また、男女合計での年齢別の人数で、2017年は全15
セグメント（5歳区切りでのそれぞれと、70歳以上）の
うち、65〜69歳の層が0.2％減と前年を下回ったほか
は、各年齢層で2016年の人数を上回った。
　そのうち最も伸び率が高かったのは12.3％増となっ
た20〜24歳（シェア8.5％）で、これに次いで8.0％増
の15〜19歳（同3.8％）、7.1％増の50〜54歳（同9.7％）
の順。このうち最も伸びが高かった20〜24歳を男女別
に見ると、男性の伸び率は9.6％増であるのに対して女
性は13.8％増で、この女性層の伸びが高く、全体を牽
引しているのが近年の傾向となっている。
　なお、年齢別・性別で100万人を超えている層は、

45〜49歳男性の123万6895人、40〜44歳男性の114
万3721人、50〜54歳男性の113万4617人、20〜24歳
女性の101万4089人の4セグメントとなっている。

（3）空港別
　空港別の日本人出国者数で、成田空港は前年比
2.3％増の679万184人（シェア38.0％）と人数ではトッ
プだが、シェアは0.8ポイント減となっている。人数の2
位は羽田空港で同8.8％増の461万4536人（同25.8％）
でシェアは1.0ポイント増。3位は関西空港で同3.6％増
の330万2811人（同18.5％）でシェアは0.1ポイント減。
以下、中部空港が同2.2％増の143万8939人（同8.0％）
でシェアは0.2ポイント減、福岡空港が同2.6％増の88
万1056人（同4.9％）でシェアは0.1ポイント減、新千
歳空港が同9.4％増の16万1938人（同0.9％）でシェア
は±0ポイントなどとなっている。

2 訪日外国人の動向
（1）主要市場の動向
〈アジア〉
　日本政府観光局（JNTO）によると、韓国からの訪日
外国人旅客数は前年比40.3％増の714万438人で、過
去最高を記録するとともに、初めて700万人を超えた。
韓国の外国旅行需要の増加や、相次ぐ格安航空会社

（LCC）の新規就航等に伴う座席供給量の拡大を背景
に、毎月40万人から60万人台の訪日が安定して続き、
12月には単月で最高の67万8905人を記録した。
　中国からの訪日外国人旅客数は前年比15.4％増の
735万5818人で過去最高を記録するとともに、韓国と
同じく初めて700万人を超えた。5月の査証発給要件
の緩和に伴う個人旅行需要の高まりや、クルーズ船寄
港数の増加などを背景に、全ての月で同月の過去最高
を記録。特にハイシーズンである8月は、全市場を通じ
て初めて80万人台に達し、単月として過去最高を記録
した。また、年間を通して毎月50万人以上が訪れた。
　台湾からの訪日外国人旅客数は前年比9.5％増の
456万4053人で過去最高を記録した。2月を除く全て
の月で同月の過去最高を更新。特に各地にクルーズ船
やチャーター便が運航された7月は、単月として過去最
高となる44万6604人を記録した。前年の現地航空会
社の撤退・解散により続いた座席供給量の減少、台風
に伴う航空便やクルーズ船の欠航など訪日旅行市場に
とってマイナスとなる外的要因もあったものの、地方へ
のチャーター便の相次ぐ新規就航や増便、クルーズ船
寄港数の増加などもあって、需要は年間を通じて堅調
に推移した。
　香港からの訪日外国人旅客数は前年比21.3％増の
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主な出来事
1964年 4月 海外観光渡航自由化
1970年 7月 Ｂ747型ジャンボが太平洋路線に初就航
1973年 第１次オイルショック
1978年 5月 成田空港開港
1980年 第２次オイルショック
1990年 11月 出国日本人数年間1000万人を突破
1991年 1月 湾岸戦争勃発
1992年 10月 バブル経済崩壊

12月 成田空港第2ターミナルがオープン
1994年 9月 関西国際空港開港
2001年 9月 米国同時多発テロ
2002年 4月 成田空港暫定平行滑走路運用開始

5月 FIFAワールドカップ日韓大会開催
2003年 3月 イラク戦争開始

アジアで新型肺炎（SARS）が流行
2005年 2月 中部国際空港開港
2008年 9月 リーマン・ブラザーズ破綻（リーマンショック）
2009年 10月 成田空港2500mB滑走路運用開始
2010年 10月 羽田空港の新国際線ターミナルオープン

日米オープンスカイ調印
2011年 3月 東日本大震災発生
2012年 3月 本邦LCC初就航（LCC元年）
2013年 3月 成田空港の空港処理能力が27万回に拡大

12月 訪日外国人旅客数が年間1000万人を突破
2014年 10月 外国人旅行者への消費税免税制度が拡充
2015年 3月 成田空港の空港処理能力が30万回に拡大

4月 成田空港第3ターミナルがオープン
6月 成田空港の航空機発着回数が500万回を突破

2016年 12月 訪日外国人旅客数が年間2000万人を突破
2017年 7月 成田空港の航空旅客累計10億人達成

10月 成田空港の国際航空貨物量が累計6000万ｔ達成
2018年 3月 四者協議会で「更なる機能強化に関する確認書」

を締結
5月 成田空港開港40周年
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表1-3　2017年　訪日外国人旅客数上位10カ国・地域
順位 訪問先 人数 伸び率（％）

1位 中国 7,355,818 15.4
2位 韓国 7,140,438 40.3
3位 台湾 4,564,053 9.5
4位 香港 2,231,568 21.3
5位 米国 1,374,964 10.6
6位 タイ 987,211 9.5
7位 オーストラリア 495,054 11.2
8位 マレーシア 439,548 11.5
9位 フィリピン 424,121 21.9

10位 シンガポール 404,132 11.7
出典：日本政府観光局（JNTO）

（注）「伸び率」は対前年伸び率 （％）を示す。

223万1568人で過去最高を記録、初めて200万人を超
えた。2016年は3月末にあったイースター休暇の日程
変動の影響を大きく受けた4月は、単月で初めて20万
人台を突破し、前年同月比64.6％増と好調だった。ま
た、7月には、小松や仙台など地方へのチャーター便
の就航や増便が相次ぎ、単月として過去最高の23万
4651人を記録した。

〈東南アジア〉
　タイからの訪日外国人旅客数は前年比9.5％増の98
万7211人で過去最高を記録、7月を除く全ての月で同
月の過去最高を更新した。特に年間最大の旅行シーズ
ンであるソンクラーン（タイ正月）休暇のあった4月は、
単月として過去最高となる13万8559人を記録し、東南
アジア市場からの訪日需要を牽引した。なお、10月末
のプミポン前国王の葬儀に伴い、旅行商品の買い控え
など訪日需要にも一部影響があったものの、年間を通
じて訪日客数は増加傾向を維持した。
　シンガポールからの訪日外国人旅客数は前年比
11.7％増の40万4132人と過去最高を記録、初めて40
万人を超えた。継続的な訪日旅行プロモーションの成
果が見られたほか、10月以降では初のシルクエアによ
る日本定期便となる広島線、ジェットスターの那覇線、
スクートの関西線と冬季限定の新千歳線など地方空
港へ相次いだ直行便就航が需要の増加に寄与した。
　マレーシアからの訪日外国人旅客数は前年比11.5％
増の43万9548人で過去最高を記録、初めて40万人を
超えた。日本各地への航空路線の新規就航や増便に
合わせた航空会社のプロモーションの効果などにより、
訪日客数は年間を通じて概ね堅調に推移した。
　フィリピンからの訪日外国人旅客数は前年比21.9％
増の42万4121人で過去最高を記録、初めて40万人を
超えた。4月には単月として過去最高の6万2022人を
記録、イースター休暇の時期が動いたことによる影響
を受けた3月を除き、全ての月で同月としての過去最高
を更新した。

〈豪州・北米〉
　豪州からの訪日外国人旅客数は前年比11.2％増の
49万5054人で過去最高を記録した。イースター休暇
の日程変動の影響を受けた3月を除き、全ての月で同
月の過去最高を記録した。特に4月の訪日者数は前年
同月比41.7％の高い伸びを示した。2016年冬にカンタ
ス航空が新規路線を就航するなど日豪間のアクセスが
向上したことも訪日旅行の需要喚起につながっている。
　米国からの訪日外国人旅客数は前年比10.6％増の
137万4964人で過去最高を記録した。米国経済の安
定や継続的な訪日旅行プロモーションによる訪日機運

の醸成などが奏功し、全ての月で同月の過去最高を記
録。毎月、10万人前後の訪日客数を維持し、訪日需要
の平準化が進んだ。
　カナダからの訪日外国人旅客数は前年比11.9％増
の30万5591人で過去最高を記録、初めて30万人を超
えた。2017年はカナダ建国150周年にあたる節目の年
であり、国立公園をはじめカナダ国内の施設が無料で
開放されたことから、例年に比べて国内旅行志向が高
まったと考えられる。そのなかでも訪日旅行者数につ
いては、前年を下回った10月を除き、全ての月で同月
の過去最高を更新。特に、イースター休暇のあった4月
は、前年同月比48.6％の高い伸びを示した。

〈欧州〉
　英国からの訪日外国人旅客数は前年比6.2％増の
31万499人で過去最高を記録、年計で初めて30万人を
超えた。日本から英国への旅行需要が増加したことで、
英国からの日本行きの航空座席の確保が難しくなった
り、イースター休暇の時期が動いたことなどで、月によっ
ては前年同月比でマイナスに転じたこともあった。しか
し、訪日旅行の割高イメージを払拭するプロモーショ
ンなどが奏功し、訪日旅行者の伸びを後押しした。
　フランスからの訪日外国人旅客数は前年比6.0％増
の26万8605人で過去最高を記録した。フランス国内
でのテロ事件を受けた非常事態宣言の延長、大統領
選挙決選投票や国民会議選挙が消費者心理に影響を
及ぼしたことから、英国と同様、月によっては前年同月
比でマイナスに転じた月もあった。しかし、訪日旅行の
割高イメージの払拭や旅行先としての認知度向上を図
る広告展開などが成果を収めた。
　ドイツからの訪日外国人旅客数は前年比6.7％増の
19万5606人で過去最高を記録した。ドイツ経済の好
調ぶりが海外旅行を含めた消費意欲を喚起するなか、
航空座席供給量の減少などで10月は前年同月比でマ
イナスに転じたものの、それ以外の全ての月で過去最
高を記録した（表1-3参照）。


